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問 　大芝高原の森林計画の策定
は村や協議会が中心となって行わ
れており、若い世代がどう関われ
ばよいかわからないことに問題が
あるのではないか。大芝高原内の
学校林指定区域を信大農学部や上
農高校に拡大してはどうか。多様
な年代のニーズを取り込んだ大芝
高原の運営が可能になり、森林整
備に関わるコストを抑えるメリッ
トがある。
村長 　森林づくり実施計画には、
森に関する情報の一元化やSNSに
よる情報発信の強化・統合、地域
住民参加の中心的組織の立ち上げ
検討が明記されており、その取り
組みで住民参加のプラットフォー
ムを整え、森づくりに参加できる
環境を作っていく。学校林指定区
域を拡大して複数の管理主体が森
づくりをするのではなく、森林整
備や森林利活用の検討、合意形成
の場に若者を含めた多様な主体が
参加できるしくみにしたい。
問 　村では2050年までに温室
効果ガス排出量を実質ゼロにする
「南箕輪村気候非常事態宣言」を表
明した一方、信大農学部の学生８
割以上が自動車や原動機付自転車
を購入し、それらがないと生活し
づらい現状。この現状を改善する
ことは、温暖化対策になるだけで
なく学生を支えることにもなると
思うが、取り組みを行ったことは

高橋勇貴 議員

若者議会2024！

若者議会2024！

☆感想
「今回の若者議会の質問作成を
通して、村政について調べて理
解を深めることができました。
議会当日は、答弁者とのやり取
りの中でより良い村政につなが
る提言ができたのではないかと
思っております。引き続き村に
積極的に関わっていきたいと思
います。このような貴重な機会
をいただきありがとうございま
した」

あるか。
村長 　過去に信大が主体となり、
通学に自動車の使用を極力避ける
よう呼びかけを行ったことがある
と聞いたが、現在は行っていない
とのこと。村では信大生に限定を
して、自動車保有数を減らすため
の啓発を行ったことはない。
問 　気候非常事態宣言を表明し
ている以上、改善すべき問題とし
て今後どのように取り組むか。
村長 　自動車から排出される温
室効果ガスの量を減らす取り組み
として推進する。エコドライブの
啓発、電気自動車など次世代自動
車の導入促進、充電ステーション
設置を予定。
問 　夜間の交通安全対策として、
道路や標識などに塗布するナイト
コンシェルジュという蓄光塗料の
導入を提案する。
村長 　ナイトコンシェルジュは、
歩行者を誘導する目的の案内標識
としては効果があるようだ。一方、
時間の経過とともに、暗闇に慣れ
た目であっても確認が困難であっ
たという評価もされており、照明
灯の代替品にはなり得ない点は前
提条件となる。今後さまざまな取
り組み事例が出てきた際には、活
用していけるよう前向きに考えた
い。

問 　村への意見・要望など、住
民のリアルな声を届ける方法があ
るか。村公式LINEから、気軽に意
見・要望を送れるように設定して
は。
村長 　役場玄関と村図書館内に

「村民の声の箱」を設置しており、
意見・要望を書いて投函できる。
封書やはがきでも受け付けている。
近年は「お出かけ村長室」や議会
による「村民の声を聴く会」とし
て公民館に出張し、声を聴く機会
を設けている。地区計画の整備要
望に限るが、区や組を通す方法も
ある。ごみの不法投棄や道路の陥
没等は村公式LINEで報告できる
が、自由な形でコミュニケーショ
ンができる体制にはなっていない。
問 　過去にどのくらいの意見や
要望が集まり、実際に反映された
実績があるか。
村長 　過去５年間で「村民の声
の箱」に届いた意見82件・メール
56件・郵送28件で、内訳は要望
約100件・苦情40件・提案20件と
なっている。村政に反映された実
績としては、コロナ禍における学
生への支援、公共施設のトイレ改
修、大芝高原の遊具修繕など多々
ある。
問 　区・組への未加入世帯に対
する村長の率直な考えは。
村長 　人と人とのつながりが大
切であり、その中心的役割を担う
自治会には多く加入してほしい。
未加入へ対応としては、新しい人
の加入促進と脱退対策が重要にな
る。加入促進は時代に合った変革
が条件であり、ごみ収集立ち会い
と広報紙等の配布を村が実施する
ことに切り替えたのはその一環。

田中真吾 議員
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若者議会2024！

　近年、投票率低下が懸念される中、村政や議会への関心を高めるために、
初めて若者議会を企画しました。1月24日、「若者議会2024！」を初開催し、
3人が議員として一般質問に臨みました。貴重な意見や提案が今後の村政運営
に生かされることを期待するとともに、幅広い年代が村政に関わるきっかけ
になることを願っています。

☆感想
「もともと行政や議会に良い印
象はなく、それは何も変わらな
かった。だが、議員を選び、こ
の地域に住むと決めたのは自分
たち自身。①もっと地域の行政
や議会に関心を持つこと②熱い
想いを持つ人に１票を投じる③
若い世代が行動しなければ何も
変わらない。ただ、それらを再
認識したが、他に得たものはひ
とつもなかった」

脱退対策は、役を担うことが困難
な高齢者が区や組を抜けることな
く、役割などが免除されるシステ
ムを構築する必要がある。自治会
の自発的な変革が進むよう、自治
会運営業務のガイドラインを策定
中で、募金など他団体に依頼する
業務の方向性も検討を重ねている。
問 　区・組に入る具体的なメ
リットは何か。
村長 　日常を想定してメリット
を考えると、人と人とのつながり
があげられるが、これをデメリッ
トと捉える人もいる。非日常を想
定すると、災害時や防犯面、除雪、
高齢者の見守りなどは、メリット
と感じる人が多いのではないか。
自治会運営業務のガイドラインの
中で、自治会加入のメリットの項
目を作る予定。
問 　大芝荘は今後どのように活
用する予定か。
村長 　余裕財産として捉え、一
時的に古文書などの資料整理や展
示などに利用する。組の新年会等
で使いたいという要望は多いため、
大芝の湯の修繕工事に合わせて、
40人程度の宴会ができるスペース
と厨房の拡充を設計している。大
芝荘の方向性についてはＲ７年度
中に示したい。
問 　大芝高原は、天気が悪い時
に飲食ができるスペースが少ない。
どんな天気でも屋内で遊べて飲食
もできる施設があれば、SNSで拡
散、話題になり、集客や村の認知
にもつながるのでは。
村長 　大芝高原に限定しないが、
雨や雪でも遊べる施設は将来に向
けて検討している。食事場所は、
ガレットカフェ、アルコバレーノ
（ピッツァ）、大芝の湯の食堂など
がある。
問 　学校PTAが縮小・廃止となっ
た時に足りなくなる人手の部分に、
費用の一部補助を検討しては。
教育長 　PTA活動は家庭と学校
をつなぐ大事なパイプ、子どもた
ちや学校を応援する大事な組織と
認識している。郡内ではシルバー
人材派遣を活用している市町村が
あることも承知しているが、現時

問 　経済的な負担軽減として、
箕輪町、伊那市で取り入れられて
いる「乳幼児のおむつ購入費助成
金給付事業」を検討しては。
村長 　物価高騰により経済的負
担は増加しており、子育て世代に
も大きな問題。そのため村として
は、学校給食費上昇抑制のための
補助や、妊婦に対し出産するまで
継続的に米を届ける事業、ファミ
リーサポート補助金の創設など
行ってきた。この村は近隣自治体
と比較して子どもの割合が多く、
子どもへの施策を展開すると予算
が他の自治体よりかかり、判断す
ることに勇気が必要。乳幼児のお
むつ購入費への補助については、
担当課と協議した結果、現在必要
性を感じているとのことなので、
金額・支給方法について具体的に
検討を進めていきたい。
問 　村の情報や活動の紹介は、
大芝高原のInstagramや地域おこ

清水伸一 議員
☆感想
「日々の生活で直面する悩みや
思いを、村へ発言できたことは
村のためになったと感じていま
す。また、他の方の質疑を聞く
ことで、新たに村のことが知れ
て勉強にもなりました。若者会
議の準備運営に携わった方々に
も感謝申し上げます。今後も若
者会議が盛り上がって、若い世
代の声で村がさらに豊かになっ
ていくことをお祈り申し上げま
す」

し協力隊のInstagramなどがある
と認知している。若者や子育て世
代の多くは、そういったSNSの情
報で村のことを知るという印象が
ある。村のホームページや広報誌
だけでなく、全国に発信できる有
効的なツールとして、もっとSNS
で情報発信できないか。
村長 　村関係のSNSで定期的
な情報発信を行い広報の役割を
果たせているのは、大芝高原の
InstagramとFacebook、 観 光 協
会のInstagramではないかと思う。
農業関係の地域おこし協力隊が
Instagramを展開しており、その
発展にも期待している。Xでは村の
キャラクターまっくんも定期的に
発信している。SNSの運用は大変
だが、継続することで発信力が徐々
に高まることは実感できる。
これらのSNSアカウントを村の
ウェブサイトでわかりやすくする
ことは大切な視点であり、SNSを
運営している側への支援にも直接
つながるので、できることは積極
的に対応するよう、担当課である
総務課に指示したい。

点でそれは描いていない。PTAの
負担軽減に向けて組織や活動内容
の見直しなど、柔軟なあり方を各
校PTAで描いている。

（お詫び）

開催周知など情報が不足

していましたことをお詫

びいたします。
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過去最大規模の骨格予算※成立！
件名（議案名はわかりやすく簡略表記しています） 賛成 反対 議決結果

条
例
関
係

村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
▶人事院勧告に伴う常勤一般職等の給与改定 ９ ０ 可決

村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
▶勤務年数区分に「35年以上」を追加 ９ ０ 可決

村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
▶損害補償に係る補償基礎額、扶養に係る補償基礎額加算額の改定 ９ ０ 可決

村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
▶法律施行令の一部改正に伴う所要の改正 ９ ０ 可決

村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
▶保育士配置基準等の改正 ９ ０ 可決

村個人番号の利用及び特定個人情報提供に関する条例の一部を改正する条例
▶マイナンバー法の改正に伴う所要の改正 ９ ０ 可決

村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
▶人事院勧告に伴う村会計年度任用職員の期末勤勉手当の改定 ９ ０ 可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
▶刑法等の一部改正（拘禁刑の創設など）に伴う村条例の改正 ９ ０ 可決

令
和
6
年
度
補
正
予
算
関
係

一般会計補正予算（第10号） 8 ０ 可決

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ９ ０ 可決

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ９ ０ 可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ９ ０ 可決

水道事業会計補正予算（第６号） ９ ０ 可決

下水道事業会計補正予算（第４号） ９ ０ 可決

令
和
7
年
度
予
算
関
係

一般会計予算 ９ ０ 可決

介護保険事業特別会計予算 ９ ０ 可決

国民健康保険事業特別会計予算 ９ ０ 可決

後期高齢者医療特別会計予算 ９ ０ 可決

水道事業会計予算 ９ ０ 可決

下水道事業会計予算 ９ ０ 可決

議
会
提
案
関
係

村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
▶マイナンバー法の改正に伴う所要の改正 9 0 可決

放課後児童クラブにおける長期休業中の食事提供等調査特別委員会の設置に関する決議
●決議に反対：唐澤　福祉教育常任委員会で調査すべきであり、特別委員会設置は
　　　　　　　　　　拙速すぎる。

8 1
（唐澤） 可決

定例会最終日の動画を
こちらからご覧いただけます

３月定例会
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２月27日から３月14日までの日程で開かれた３月定例会は、令和７年度予算
を含む24議案はすべて原案のとおり可決、承認となり、陳情１件が採択され
ました。令和７年度予算は村長選挙を控え骨格予算※ですが、物価高騰などの
影響を受け過去最大となりました。

３月定例会

件名（議案名はわかりやすく簡略表記しています） 賛成 反対 議決結果

そ
の
他

伊那地域定住自立圏形成に関する協定の変更について
▶伊那市との協定に「公共施設の集約化・共同利用」「事務の共同実施」を追加 ９ ０ 可決

村公の施設の指定管理の指定について
▶フォレスト大芝の指定管理者を村開発公社に指定 9 0 可決

村道路線重複認定の承諾について
▶大芝高原内の村道29号線を伊那市と重複認定区間とする 9 0 可決

工事の変更請負契約の締結について
▶南箕輪小学校北校舎改修工事請負費の減額による変更請負契約の締結 9 0 可決

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
▶出来 典子氏の再任 8 0 同意

請
願
・
陳
情

最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書
▶総務経済常任委員会は不採択
●陳情に賛成：三澤　勤労者の３割が最低賃金で働く。最低生計費は全国どこでも

変わらないため、全国一律同一労働同一賃金1,500円で暮ら
しを守る必要がある。

2
(三澤)
(山崎)

7 不採択

持続可能な学校の実現をめざす意見書
▶福祉教育常任委員会は採択 9 0

採択

Q 自転車用ヘルメット購入補助の予算が、
150万円から40万円に減額となった理由
は？

A 中学３年生に加えて高校生も対象として
いたが、県の補助がR6年度で終了するこ
とから、中学３年生のみを対象とする。

Q 猫去勢手術補助金の詳細は？
A 村内の飼い主不在猫や地域猫、多頭飼い
猫が対象で、1頭3,000円で年間50頭分
を見込む。

Q 担い手農業者機械設備導入補助金とは？
A 初めて設置した補助金で、農機具等の購
入に最大30万円を補助する。

注）一般会計補正予算（第10号）と人権擁護委員推薦は開会日の即決で、その日の出席議員数は９名（議長は可否同数の場合以
外は採決に加わらない）だったため、全会一致が８名となっています。

小中学生の
学習用端末更新
約１憶2700万円

令和７年度予算  主な 新 事業内容

大泉新公園・
村内公園整備
約3900万円

住宅用新エネルギー
施設設置補助金
約700万円

担い手農業者機械
設備導入補助金
300万円

算審議中の議員から予
村への質問を紹介村

ちょっとちょっと
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３月定例会

件名（議案名はわかりやすく簡略表記しています） 賛成 反対 議決結果

村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
▶人事院勧告に伴う村一般職等の給与改定 ９ ０ 可決

令和６年度一般会計補正予算（第９号）
▶物価高騰対策重点支援給付金など ９ ０ 可決

令和６年度水道事業会計補正予算（第５号） ９ 0 可決

令和６年度下水道事業会計補正予算（第３号） ９ 0 可決

令和７年第１回臨時会（１月23日）

「骨格予算」
と

「肉付け予算」
「骨格予算」

と
「肉付け予算」

「骨格予算」と「肉付け予算」 （４・５ページの※注釈）　
骨格予算と肉付け予算って？
「骨格予算」は村長選挙やその他の事情で政策的な判断が難しい場合
に、人件費など基本的な経費を計上した予算。村長が決定するなど事由
が解消された後、補正予算で政策的な支出を計上していくのが「肉付け
予算」と呼ばれる。

〈議会を傍聴
　　　しませんか？〉

どなたでも傍聴できます

―次回定例会は―

お問い合わせは
議会事務局（72-2361）まで

から開催予定です。6月2日（月）
決定日時はホームページでご確認ください。

村民の声を聴く会村民の声を聴く会
Ｒ７年度も５月から８月にかけて

村内 12地区に議員５人ずつ出向き、

みなさまのご意見をお聞きします。

開催日時は、区の回覧や

議会ホームページでお知らせします。

事前申し込み不要！

ご参加お待ちしております！

今年度も
 やります！

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

問　R7年度骨格予算重点項目は何か。
村長　経常経費と継続事業を中心とした予算
編成であり、安全・安心に関わる改修事業や物
価高騰対策に重点を置いている。
問　健全財政維持の施策は何か。
村長　村税など歳入の伸びが見込みづらい状
況と、物価高騰などによる義務的経費の増が続
く。投資的経費を確保していくために、歳入・
歳出両面から見直しを行い、一定程度の投資経
費を確保できる財政基盤を築くことが必要。行
政の効率化も進め、財源確保に取り組む。

村政運営について
問　南箕輪小学校長寿命化工事、公園整備な
どハード事業が続く。いつまでも幸せに暮らせ
る村づくりへの政策は。
村長　ハード事業では、南箕輪小学校、村役
場など既存の施設維持に加え、環境対策として
断熱改修にも取り組む必要があり、これらは
粛々と進める。政策としては、①人と人、人と
自然とのつながりを大切にする②子育て支援と
働きやすい環境づくり③熟年者や多様化する支
援を求める声にていねいに対応④防災拠点整
備、安全安心を確保⑤地球温暖化対策とデジタ
ル化の推進⑥健全財政と負担を増やさない行政
運営、これら６つを柱とする。

問

答

令和７年度骨格予算重点項目は

改修事業や物価高騰対策の予算を計上（村長）

改修を予定している役場庁舎

都 志 今朝一

下水道安全対策について
問　Ｈ3年の村公共下水道供用開始から33年
経過。経年劣化への安全対策は。
村長　劣化が懸念されるヒューム管は約5.9㎞
で、Ｒ元年度から劣化状況調査を実施。今後も
計画的に調査・点検を行い、長寿命化を図る。

村の安全対策について
問　消防団員確保への対策は。
村長　消防団員が消防団に関するチラシを作
成し、その地区に全戸配布したり、消防団公式
ウェブサイトを通じて活動のようすを伝えてい
る。消防団だけでは限界があるため、毎年、区
長会を通じて団員確保につながる支援をお願い
している。R6年３月には機能別団員設置要綱
を消防委員会で協議し、新たに制定した。将来
的にバイク隊やドローン隊など、役割に特化し
た部隊の設置ができるようにした。

学校生活について
問　村内小中学校のいじめの現状と対策は。
教育長　Ｒ6年度の状況は、南箕輪小学校151
件、南部小40件、南箕輪中学校42件。対策とし
ては、「村いじめ防止基本方針」の未然防止に関
して、道徳の時間を中心に学校生活全般を通し
て「いじめを許さない心」を醸成している。い
じめへの対応としては、関係機関・関係者によ
るチーム支援で対応できるよう、各校支援体制
を整え機能している。いじめが主たる原因で不
登校になっている児童生徒は、現在のところい
ない。いじめを含め、子どもたちが不安定にな
ることがないよう、学校が安心して生活・学習
できる場所になるよう、今後も努力していく。



※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

問

答

クラウドファンディング型ふるさと納税で郷土館建設を

現時点では難しさがある（教育長）

問　クラウドファンディング型ふるさと納税
(※)を活用して、郷土館建設の一助とするため
の寄付を募っては。
教育長　今のところ新たに郷土館を建設する
方針を村・教育委員会で示していないため、建
設場所の選定や規模など検討する状況に至って
いない。現時点でこの制度を活用することは難
しさがある。
村長　郷土館建設に関する考えは、Ｒ3年度に
文化財専門委員と協議を重ねた当時と変わって
いない。まずは学芸員の確保、文化財の整理・
可視化など、段階を踏まえて検討したい。学芸
員確保のための処遇改善、文化財整理のための
システムに予算を計上した。
問　学芸員の確保に施策はあるか。
教育長　Ｒ7年度の会計年度任用職員募集で、
初めて学芸員を募集したところ。今後、ハロー
ワークへの求人情報掲載も行う予定。新たな人
材発掘につながることを期待している。
※クラウドファンディング型ふるさと納税…地
方自治体の課題解決のために行う事業に対して
寄附を募るしくみ。寄附金の使い道が明確に示
され、共感を寄せた事業に対して寄附をするこ
とで応援の意思を示すことができる。

虫干しされている村所有の掛け軸（大芝荘）

誰もが利用しやすい図書館に
問　誰もが学び続ける機会を増やすために、
大活字本や点字本などをＰＲし、読書のバリア
フリーを推進しては。
教育長　村図書館では定期的に大活字本を購
入しており、現在419冊所蔵。館内中央部に配
架場所を移して利用しやすくした。点字本は絵
本や冊子など30冊ほどを世代間交流室に配架
しているが、今後はＰＲも含め探しやすい場所
を考える。紙の本だけでなく電子図書の貸し出
しサービスや、視覚障がい者のための音声によ
る読書「アクセシブルライブラリー」も利用で
きるため、必要な人に情報が届くよう周知を図
り、読書のバリアフリーを進めていきたい。
問　スマートフォン対応貸し出しサービスを
導入しては。
教育長　スマートフォンに図書館利用カード
のバーコードを表示させて、利用カードの代わ
りとして使えるサービスで、始める図書館が増
えている。村図書館でも先行している図書館の
情報を得ながら導入していきたい。

多様な学びを応援する村に
問　「信州型フリースクール認証制度」の認証
を受けているフリースクールの利用料に対する
助成金制度を創設しては。
教育長　本村には学ぶ支援型のフリースクー
ルが１か所あり、Ｒ6年度は小学生１人、中学
生１人が活用している。フリースクールの利用
は市町村を越えている状況があり、村内の小中
学生の利用状況や他市町村の助成状況、家庭の
経済的状況などについて整えていく必要があ
る。

笹 沼 美 保

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

問

答

中学部活地域展開の検討結果は

お金の流れ、利用料、補助内容を指示した（村長）
百 瀬 輝 和

問　村のスポーツ推進計画、健全育成の観点
から質問する。休日地域クラブの検討はい
つから始めたか。
教育長　R3年６月と８月に地域部活推進事業
に関する情報交換会を行い、その後、地域協
議会を立ち上げるための小委員会をR4年９月
とR5年１月に実施し、先進事例の検討を進め、
村に合った構想を作ってきた。R5年２月に休
日の部活動の地域展開の地域部活動協議会を立
ち上げさまざまな課題を約2年間検討をしてき
ている。
問　NPO法人わくわくクラブとの連携内容は。
教育長　R6年３月の理事会で教育委員会の基
本的な考えを示した。休日の地域クラブがわく
わくクラブに登録して、わくわくクラブが事務
局を担うことが、スポーツ振興に良いことと考
える。業務内容は５つで、入会手続き、保険加
入、施設の予約、クラブへの補助金、指導者研
修会である。課題等は教育委員会とわくわくク
ラブが協議して解決していく。
問　協議の中で出された課題はどんなものか。
教育長　大きな課題は、指導者の確保、指導
者への謝金も合わせた運営のための財源、全体
の事務局の体制整備の３点であった。現在、指
導者は全クラブで確保できている。指導者の謝
金は村からの補助と会費で自主運営をしてい
く。保険、施設整備、施設利用料は、わくわく
クラブが担い、指導者謝金の支払いと部活動と
の連携、相談窓口は、R7年５月に立ち上がる
中学校スポーツ文化活動運営協議会が担ってい
く。
問　平日部活動と休日地域クラブの取り組み
は。
教育長　平日は学校の部活動として放課後、

週４日間、１日約２時間行う。休日は土曜日か
日曜日どちらか３時間行い、週11時間を基本
として行う。中体連やコンクールの大会参加は
当面中学校の部活動で参加していく。他の地域
大会や練習試合は休日地域クラブで参加してい
く。平日の部活動顧問と休日地域クラブの指導
者の連携が重要と考えている。
問　検討してきた結果は。
村長　予算の計上は首長が権限を持っている
ことから、３点指示した。①教育委員会の案で
は、お金の流れは、わくわくクラブを経由して
各クラブに送るというものだった。できたばか
りの任意団体であるクラブに村の公金が直接い
くことは適切ではなく、管理についても不安で
ある。問題が起きた際は村の責任となる。また
指導者謝金の源泉徴収税や納税の計算もある。
②施設の利用料について、教育委員会の案では
休日地域クラブと一般のクラブと同じ扱いで考
えており、その利用料を村が補助する形であっ
た。スポーツ庁からは、今後、部活動から派生
したクラブの考え方は認定をして、区別される
ようになる。③補助金の内容が小学生クラブに
まで行うようになっていたが、わくわくクラブ
の現場責任者から訴えがあり、小学生クラブへ
の補助金を出すことは、適当でないとの判断
とした。（ここで時間切れのため6月定例会に続
く）

休日地域クラブ



※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

問

答

大規模災害時の福祉避難所開設は

村内10か所指定し受入れ体制を整備する（村長）
三 澤 澄 子

問　大規模災害時第２庁舎となる「森の学び舎」
の電源。水源の確保、トイレ等の整備状況は。
村長　ＢＣＰ（事業継続計画）により通信機器、
情報システム、水、食糧、トイレ等最低限の整
備をしている。電気は大型発電機と電源車両で
対応する。太陽光発電と蓄電池については道の
駅ＢＣＰの中で設置可能性を検討する。
問　線状降水帯により、0.5～３ｍの浸水被害が
予想されるコンソール大芝の緊急避難場所を森
の学び舎に指定可能か。
村長　森の学び舎は指定避難所にはならない。
上伊那福祉協会と広域的連携を視野に協議して
いる。災害時役場庁舎が問題ない場合は、介護
度の高い入所者が多いコンソール大芝の安全確
保に努める。ケースバイケースだ。
問　指定福祉避難所の速やかな開設のために必
要な整備、備蓄はされているか。点検と訓練は。
村長　10か所を指定している福祉避難所は配
慮を要する人の介護ベット、スロープ、バリア
フリートイレ等大枠で把握している。受入れ人
数設備、備蓄等調査し、実例想定した訓練をし
ていく。
問　能登町「春蘭の里」は震災時、水源、電源、合
併浄化槽などライフラインがすべて稼働し自立の
村の教訓を得た。村の震災時各地区避難所の整
備、防災用品、食料等の備蓄状況は。
村長　村地震防災計画は、発災後３日間は給
水車で対応。各家庭では常時１日当り1人20ℓ
の水確保をお願いしている。村内６か所の水源
池横井戸も使う。電源確保の太陽光発電と蓄
電池の備えは重要。Ｒ7年度予算で補助金の活
用、コスト面等最適な方法を計画策定する。毎
年、防災用品、食糧の備蓄、ベット等　県のア
クションプランに合わせ充実していく。情報共

有しながら広報活動もして、自助、共助につな
がる取り組みを進める。

持続可能な自治会運営について
問　持続可能な自治会検討ガイドラインがまと
まる。区の負担軽減に向けて集落支援員を村から
派遣する。その働き方や人選は。
村長　集落支援員は区の維持活性化のため地
域の実情に詳しい人がサポートする。区長は１
年交代だが支援員は複数年に渡って雇用し、引
き継ぎをスムーズにし負担軽減につながる。地
区計画書類作成、公民館事業で村と区をつなぐ。
区と協議して柔軟に働き方、人選に取り組む。
問　村から区への委員等見直しが進む。防犯や健
康推進が弱まらないか。委託費の変化は。
村長　Ｒ7年から交通部、防犯部、健康部につ
いては村が招集する部長会を廃止する。防犯、
交通安全は、それぞれ村防犯協会、村交通安全
協会と連携。すこやか係が担っていた健康部は、
村全体で健康づくりを呼びかける。委託費は広
報紙配布、資源ごみ立ち合がシルバー委託にな
り、Ｒ7年から370万円を計上。Ｒ6年度801万
円予算が差引き431万円減額になる。行政事務
費均等割５万円と世帯割650円、ごみ処理世帯
割90円は継続する。

安心の福祉避難所

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

唐 澤 由 江

問

答

郵便配達車両による水道検針でコスト削減を

良いアイデアだが、国の動向をみたい（村長）

問　郵便配達車両に無線機を搭載し、各戸に設
置されたスマートメーターから水道使用量などの
検針データを自動的に取得するシステムの実証事
業が総務省により行われた。コスト削減と効率化、
漏水の早期発見が期待できる。漏水が多発する大
泉地区へ導入しては。
村長　良いアイデアだが、国の補助等の動向
を見たい。

老朽化した庁舎の改修計画は
問　役場内が手狭だ。機構改革により、こども館
に関係部署が移動したが、まだ庁舎は狭い。保健
センターも活用し、雑然とした庁内をすっきりでき
ないか。改修時に増築はあるか。
村長　庁舎はＳ56年建設。当時職員は70人
だったが、人口増と業務の多様化により、現
在は110人が勤務。健康医療課はデータ活用や
保健指導など、役場庁舎での勤務が望ましい。
改修はＲ8年に設計、Ｒ9年に屋根や外壁塗装、
断熱工事の計画で増築は難しい。

蓄電池システムを導入しては
問　EV（電気自動車）などの普及で脱炭素化は
進む。電池のリユースやリサイクルが求められてい
る。環境に配慮した持続可能な村づくりのために、
太陽光パネルとリユースバッテリー搭載の蓄電
池システムの構築を村は考えないか。
村長　村はＲ2年に「気候非常事態宣言」を表
明し、Ｒ3年に地球温暖化対策実行計画を策定。
2050年にはCO₂ 排出ゼロを目指している。太
陽光とＥＶバッテリーを再製品化した蓄電池を
再利用し災害や豪雨に備えたい。Ｒ７年度当初
予算に盛り込み推進していく。

ＥＶの導入は
問　公用車をＥＶに切り替えて、地域の脱炭素化
の先駆けにしては。
村長　村はＥＶ、ハイブリッド車合わせて８
台を所有している。Ｒ12年度までに、すべて
ＥＶ車に変える。

公務員離れの対策は
問　育休退園廃止対策として、保育士資格のない
人へ講習、研修で人材確保を。
村長　保育士120人、補助員28人が正規職員
同様に研修を受け、資格のない人でも働きやす
い環境を整えている。

問　新卒者が民間企業を選び、公務員離れが進
んでいる。対策は。
村長　任期満了となる地域おこし協力隊には、
40歳まで門戸を広げ、正規職員になることが
できる。男女共同参画・多文化共生を担当して
いた隊員1人がＲ7年６月から会計年度任用職
員になる予定。森林づくり総合管理を担ってい
た隊員は、Ｒ7年度から大芝高原整備事業業務
の委託契約を結び、引き続き今後も村のために
尽力してもらう。

地域おこし協力隊　活動報告会



※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

問

答

利便性の向上になる「書かない窓口」の導入予定は

「書かない窓口」の導入を進める意向（村長）
西 森 一 博

問　住民の利便性向上と窓口業務の効率化が
期待される「書かない窓口」の導入予定はある
のか。また、導入に向けた課題は何か。
村長　現在村ではコンビニ交付サービスや自
動交付機の設置により、証明書を取得できるよ
うになっているが、証明書や異動届等は窓口で
紙に記入している。書かない窓口にすることで
手続きが複数におよぶ申請書等の記入を減らせ
て、不備を修正するなどの手間が省けるが、基
幹業務システムの統一が優先される。村の3か
年実施計画においてR8年度に「書かない窓口」
の導入を進める意向であるが、費用が高額にな
るため、業務量の削減やサービス向上の効果を
検証する必要がある。

集落支援員について
問　R7年度から区を支援するために集落支援
員が派遣される計画だが、村から派遣しても区
の事情を知らなければ、区の役員が困惑するこ
とが考えられる。集落支援員の募集を区が行っ
て、村が報酬等を出す考えで良いか。
村長　地区の実情に詳しく、複数年働ける人
を想定しており、個人に委託する形であれば柔
軟に働けると思われる。人選や募集は各区と連
携してていねいに進めたい。また委託費用につ
いて区の負担は発生しない。

自治会検討委員会について
問　２年間で行政協力業務の負担軽減やガイドラ
イン作成の結果を出した。持続可能な自治会検
討委員会に対する村長としての評価を聞きたい。
村長　自治会検討委員会の中でさまざまな課題
を洗い出し、可視化できたことは大変有益であり、
行政協力業務の削減により、区役員の負担軽減
が一定程度実現できたことに一定の評価をしてい
る。また、委員会のようすを動画で公表したこと、
将来のために記録が残せた点は大きな価値があっ
たと思える。
問　10年後も自治会が存続できるのか、解散
した場合や自治会の必要性など根本的な検討が
できてなかったと思われる。自治会が本当に必
要か、自治会が無くなった場合に生じる村民や
村の負担などの想定を含めた検討も、今後必要
ではないか。
村長　第５次総合計画では協働による村づくりを
推進している。村と地域が協働していくために自
治会の存続は必須であり、持続可能なものとなる
よう、現段階で考えられることで話し合いを重ねて
きた。この２年間では自治会が無くなった場合の
議論など、深い話しはできてないが、若い世代か
ら質問に関連した意見があることも認識している。
人と人とのつながりがある地域を維持していきたい
という考えで、持続可能な自治会を模索すること
から進めるべきだと考えている。R6年に地方自治
法の一部改正で指定地域共同活動団体制度が創
設された。地域で活動する団体を公に指定するこ
とで、自治会と力を合わせて地域コミュニティを支
える体制づくりができるようになった。今後はこの
制度の利用を含めて多様な地域づくりの研究も進
めたい。

手続きの軽減が期待される書かない窓口

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。
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一般質問

問

答

基金運用でグリーンボンドを購入しては

まずは、国債で考えている（村長）

問　R5年度末の一般会計基金合計残高は37億
円で、この運用益は財政の安定に必要な自主財
源のひとつである。現在の運用方法と運用実績
は。
村長　今までは定期預金での運用を行ってい
る。運用実績は、R3年度141万円、R4年度
165万円、R5年度224万円、R6年度見込みは
432万円である。
問　健全財政維持のための緊縮財政は、行政
サービスの低下を招く場合もある。自主財源確
保による歳入増加のためには、高利回りが期待
できる債券運用は必要ではないか。資金運用に
よるＳＤＧｓの取り組みとしてグリーンボンド
（環境保全・改善のために企業や自治体が発行
する債券）の購入を提案する。
村長　これからは債券運用をやっていかねば
ならないと考えている。長野県では、2050年
度の二酸化炭素排出量実質ゼロの達成と自然災
害による被害軽減に向けた取り組みとしてグ
リーンボンドを発行しており、これを購入する
ことは、県の取り組みに賛同し貢献できるもの
であるが、リスクがないわけではない。基金の
安全かつ確実な運用を行うためには、元本割れ
のリスクがほとんどない国債での運用を考えて
いる。
 

伊那地域定住自立圏※について
問　本村は伊那地域定住自立圏を形成する伊
那市、箕輪町と連携し、共生ビジョンに定めた
事業を推進している。共生ビジョンには３つの
政策分野が示されているが、本村の役割や、連
携・協力体制について現在の状況、課題は何か。
村長　伊那地域定住自立圏では伊那市が中心
市として事業を進めており、本村は箕輪町と共
にその事業内容を検討している。３つの政策分
野における事業は、①生活機能の強化／産業振
興としてふるさと融資や助成制度の周知と利用
促進。福祉では子育て拠点施設の相互利用など。
②結びつきやネットワークの強化／公共交通と
して伊那本線バス、グループタクシーなど、移
住定住振興として空き家バンクの運営など。③
圏域マネジメント能力の強化／人材育成交流促
進として市町村合同の研修実施などがある。課
題は財政措置に上限があり、新たな事業の追加
や拡充ができていないこと。
問　目まぐるしく変化する日本国内情勢、世
界情勢を考えれば、定住自立圏の取り組みには、
機動性や財政面において困難な状況が推察され
るが、村長の考え方と今後の対応は。
村長　圏域として人口減少が進む中、伊那定
住自立圏で各事業を進めていくことが、効率的、
効果的であり、重要であると捉えている。機動
性に難はあるが、３市町村の関係は非常に良好
であり、この関係を維持しつつ連携をとって各
事業を進めていきたい。

※定住自立圏とは中心市と近隣市町村が相互に
役割分担し、圏域全体で必要な生活機能を確保
し、定住の受け皿を形成するもの環境省「グリーンファイナンスポータル」より

太 田 篤 己
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まっくんファーム理事との懇談会

議会活動

　農家の高齢化や人手不足が深刻化する中、「まっくんファーム」の理事から運営に対する課題を聞
いた。作業依頼が増加している一方で、作業者不足により対応が難しくなっている現状や物価高騰な
どによる利益圧迫など、多くの課題や意見が出された。

まっくんファームとの懇談会 2/14

まっくんファームの持続可能な運営に向けた要望書

　全国的に農家の高齢化や人手不足、農地集約などの課題が深刻化する中、農業を守るた

め「農事組合法人まっくんファーム」 の理事との懇談会を開催した。

　懇談会では、農家からの作業依頼が増加している一方で、作業者の不足や高齢化により

対応が難しくなっている現状が指摘された。また、物価の高騰やインボイス制度による利

益圧迫、分散する圃場による作業効率の低下、事務・労務管理の負担など、多くの課題や

意見が挙げられた。農業の重要な役割を担う「まっくんファーム」が今後も持続可能な形

で運営されるために、以下のとおり要望する。

記

1. 作業者の入手不足に対応するため、農業者にとらわれず未経験者の募集や作業指導

　会の実施など、育成体制の支援を検討されたい。

2. 経営を安定・持続させるため、運営補助金の支給を考慮されたい。

3. 作業効率向上のため、圃場の集約・面積拡大の推進を検討されたい。

4. 将来の農業を守るため、村主導で農業施策と地域計画を強力に推進されたい。

以上

総務経済常任委員会
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マレットゴルフ関係者との懇談会

議会活動議会活動

マレットゴルフ場の整備等に関する要望書提出 3/4

大芝高原マレットゴルフ場の整備等に関する要望書

　村民から大芝高原マレットゴルフ場の整備が不十分であるとの声があり、総務経済常任

委員会では、村内のマレットゴルフ団体代表者と村開発公社より、課題や意見を聞き、現

場を視察した。プレーする際の安全性確保やコース環境、料金に対する問題が提示された。

これらの課題を踏まえ、魅力的で安全かつ使いやすい大芝高原マレットゴルフ場を実現す

るため、検討と対応を要望する。

記

1. コースにある根の露出や枝の落下など、危険箇所の早急な除去・対応をされたい。

2. 多くの人に気軽に楽しんでいただけるよう、利用料の見直しを検討されたい。

3. 魅力的で安全かつ使いやすいマレットゴルフ場にするため、有識者を交えて整備

　 計画を作成されたい。

4. コース整備や監視業務に、地域住民の協力を得られる仕組みを検討されたい。

5. 健康福祉増進のために、村民の利用を促進されたい。

以上

総務経済常任委員会
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那須町議会議場にて

議会活動

　ＢＣＰ（業務継続計画）と政治
倫理条例の調査研究のため、栃
木県の那須町議会を視察した。
それぞれの策定経緯や運用につ
いて質問をし、また、議員定数
や陳情の取り扱いについても意
見交換することができた。今後
も研究を重ね、制定に向けて検
討したい。

議会運営委員会視察 1/16･17

福祉教育常任委員会視察 2/5~7
＜バイオエネルギーセンター（東京都町田市）＞
　町田市では2020年に乾式メタン発酵による処理施
設としてバイオエネルギーセンターが完成。地域や地
球環境を守るために「ゴミになるものを作らない、燃
やさない、埋め立てない」を基本理念とし、生ゴミ減
量の取り組みを行っている。生ゴミ処理機や堆肥化容
器を活用した家庭ゴミの自家処理を推進し、それでも
出てしまう生ゴミを資源化するために、バイオガス化
施設を導入した。社会生活の中で出されるゴミを資源
に変えるしくみは、将来に向けて地球環境を守る大切
な取り組みであり、最後の灰までも再利用してエコセ
メントに変える設備には驚かされた。視察時には、バ
イオガス化施設が火災により稼働しておらず、見学で
きなかったことは残念であった。

＜特定非営利活動法人一粒舎（千葉県木更津市）＞
　一粒舎は就労継続支援Ｂ型事業所で、ブルーベリー
栽培や加工品販売、観光農園を行い、利用者の工賃を
上げる努力をしていた。利用者と職員が楽しみながら
地域に貢献している取り組みは参考になった。

＜社会福祉法人土穂会（千葉県いすみ市）＞
　土穂会はグループホームを有する多機能型事業所
で、地域の協力を得ながら千葉県特産の菜花栽培に取
り組んでいた。5年で出荷量が倍以上になり、企業と
連携した取り組みを行うなど、地域に根差した農福連
携が参考になった。

〈 1 7 〉

議会活動議会活動

広報モニターとの懇談会 3/17
　広報委員会は、主に議会だよりに対する
意見や感想をお願いしている広報モニター
との懇談会を実施し、ざっくばらんな意見
交換を行った。「わかりにくい言葉の解説
をもっと入れてほしい」「シニア交流会の紹
介もしてほしい」など今後の参考になる要
望もあり、有意義な懇談会となった。

大芝の湯・大芝荘視察 3/19
　大芝の湯リニューアル工事の設計案が提示されたことから、議員全員で大芝の湯を視察した。設計
案には修正が必要であると判断し、視察後に議会としての意見をまとめ、村側に申し入れた。また、
大芝荘で行われている、村が所蔵する掛け軸の虫干しを視察し、文化財専門委員の説明を受けた。

全国町村議会表彰受賞 2/5

　南箕輪村議会は「政策づくりと監視機能を発揮」、
「住民に開かれた議会」、「議員のなり手不足対策」、
「地方議会・地域活性化のための取り組み」につい
て評価され、全国町村議会表彰を受けました。R６
年度表彰は、３議会に町村議
会特別表彰、20議会に町村議
会表彰が贈られ、南箕輪村議
会は長野県唯一の受賞となり
ました。今後も議員一同、よ
り良い村づくりに尽力してま
いります。
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● 『楽
らくしゅうかい

集会』って？
　多くの方からの「自由に集まれる場所があったらいいね」の声
に応えるべく、地区公民館オープンのためのボランティアの会を
結成しました。現在のメンバーは28名。構成は老若男女30代～
80代の前向きな混成グループです。毎週土日の午後１時から５
時まで、南原コミュニティーセンターをオープンしていて、誰で
も予約なしで利用でき、出入り自由です。
● 活動を続ける中でうれしいと感じることは？
　何よりも知り合いが増えたことです。大人はもとより、子ども
たちともたくさん顔見知りになりました。それと、地域の他団体
との交流、支え合いが始まったことです。

● 苦労していることは？
　高齢者は、ただ公民館をオープンしているだけでは集まってくれないことと、若い人は「楽
集会だより」回覧のお知らせを見てくれないことです。

● 『楽集会』のこれからをどうしていきたいですか？
　まずは活動を継続して、今の子どもたちが大人になり、この活動に参加してもらうところ
までつなぎたい。そして、区、ここカフェ、地区社協、民生委員、地区PTA、育成会、保育
園、小学校、中学校、村、企業、他の活動団体と連携し支え合って、温かい心豊かな地域づ
くりを目指したい。

● 村のみなさんに伝えたいことは？
　たくさんの方々から励ましの言葉をいただき、ありがとうございます。人は誰にでも「世
のため人のため」の心はあります。一歩踏み出して地域活動に参加しませんか？新しい世界
が広がりますよ！

● 趣味 マジック、写真、生き方探求
● 好きな音楽 フォスターの曲、ドボルザークの「新世界」
● 好きなもの 南原四季の風景と地域の子どもたち
● 苦手なもの カラオケ
● 座右の銘 一

いっとうしょうぐう
燈照隅　万

ばんとう
燈照
しょうこく
国

『楽集会』代表
越
えちご
後幸

こうえき
益さん

（南原在住）

きらきら村の仲間たちきらきら村の仲間たち
今回は、南原コミュニティーセンターで活動する『楽集会』と『ここから』に

スポットを当て、その中心となる３名にインタビュー！
合同で開催したイベントに参加してきました！
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● 『ここから』って？
　“「個々のカラー」が集まって「ここから」新しい何かが始まっ
ていく場所”という願いを込め、老若男女問わず多くの人が集ま
り交流できる場所です。
● 『ここカフェ』って？
　『ここから』が開くこども食堂の名称を『ここカフェ』と呼び
ます。
● 活動を続ける中でうれしいと感じることは？
　たくさんの人が集まって、ごはんを楽しそうにおいしそうに食
べてくれる姿を見たり、『ここカフェ』メンバー同士が交流しあ
える姿を見れたとき。

● 苦労していることは？
　作り手が不足していること。

● 『ここから』のこれからをどうしていきたいですか？
　「おいしかった」「たのしかった」「うれしかった」など、子どもたちに肯定的な体験をして
もらえる場にしたいです。

● 村のみなさんに伝えたいことは？
　自分が親切にしてもらったら、他の人にも親切にする。そんな親切が循環する地域にした
いと思っています。

● 趣味 土いじり（幸枝さん）
● 好きな音楽 ミセスグリーンアップル（幸枝さん）
● 好きなもの 松本山雅（貴志さん）
● 苦手なもの 妻・お金の計算（貴志さん）
● 好きな言葉 「ピンチはチャンス チャンスはピンチ」
　　　　　　　　　　「平常心」（貴志さん）

『ここから』代表
穂
ほたか
高貴

たか し
志さん

穂
ほたか
高幸

ゆき え
枝さん

（南原在住）

詳しくは
『ここから』　代表 穂高さん
TEL090-6739-1245 まで

『ここカフェ』
ボランティアさん募集！

中学生もカップケーキ作りで
お手伝い♡

みんなの笑顔　ごちそうさま！



モニターのみなさんから寄せられた議会だより誌面や議会に対するご意見を参考に、
より親しみやすい議会だより、また議会になるよう努力してまいります。

広 報 モ ニ タ ー の 声広 報 モ ニ タ ー の 声

村に対するご意見

➡回答　

➡回答　

➡回答　

○

○

○

○

○

↑若者議会録画

148号（前号）誌面、議会に対するご意見・ご感想

広報委員会委員長　三澤 澄子
副委員長　笹沼 美保
委員　西森 一博

山﨑 文直
百瀬 輝和
太田 篤己
唐澤 由江

初めて企画した『若者議会』は、若い世代が村政や議
会に関心を持つきっかけとしては良い試みでした。周
知方法など今後の検討課題もありますが、議会を身近
に感じていただく機会として、大切にしていきたいと
思います。『若者議会』の録画をご覧いただき、ご意見
などお寄せいただければ幸いです。　　　　（笹沼美保）

↑すべてのモニターの声は
こちらから
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